
資 料Ⅳ−５ １

子どもの姿 教師・大人の支援

中
学
生

小
学
生

幼
児
期

夢実現に向けての更なる努力

将来の夢の芽生え

素朴な感動体験

今の自分とのギャップ認識

“なりたい自分”像の成立

夢実現に向けての努力

・�夢（進路目標）に向けた課題を乗り越え
るための支援をする

・�多様な周囲の大人との交流活動（自己理
解の深化、あこがれの人・職業の発見）
の支援をする

・�夢のもつすばらしさや厳しさなど、子ど
もの夢の価値を豊かにつかませる支援を
する

・夢のすばらしさを認めてあげる
・�体験や子ども同士の「夢の交流」により多
様な夢（価値）があることに気づかせる

・自己評価や相互評価活動をさせてあげる

・豊富な体験活動ができる機会を与える

・�いろいろな課題（学習面・生活面）へ取
り組む機会を与える

・自ら取り組もうとする意欲を尊重する

・�夢（進路目標）実現のために適切なアド
バイスをする

夢実現に向けての更なる努力

自分の適性を
つかむ

社会認識の
深まり

小さな成功・
失敗体験の
積み重ね
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ワーク２で提示してください。

ベネッセ教育総合研究所　初等中等教育研究室
「21世紀型学力を育む総合的な学習を創る　―新しい学力を育む教育調査［2001年］」をもとに作成
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２

３

必要に応じて選んで活用してください。

「選考時に重視する要素」の上位の推移

二
〇
一
六
年
二
月
十
六
日

一
般
社
団
法
人	

日
本
経
済
団
体
連
合
会
発
表

「
二
〇
一
五
年	

新
卒
採
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
概
要
」
よ
り

2014年１月９日	一般社団法人	日本経済団体連合会発表
「新卒採用（2013年４月入社対象）に関するアンケート調査結果」より

選考にあたって特に重視した点（５つ選択）

0％ 10％ 30％ 50％ 70％ 90％20％ 40％ 60％ 80％ 100％

コミュニケーション能力
主体性

チャレンジ精神
協調性
誠実性
責任感

潜在的可能性（ポテンシャル）
論理性

リーダーシップ
職業観・就労意識

柔軟性
創造性
信頼性
専門性

一般常識
語学力

家業成績
出身校

クラブ活動／ボランティア活動
倫理観
感受性

留学経験
保有資格

所属ゼミ／研究室
インターシップ受講歴

その他 （n＝558）

86.6％
64.9％

54.8％
51.8％

41.0％
27.6％

21.3％
19.9％
17.7％
16.1％
15.4％
13.8％
11.6％
10.8％

7.2％
5.7％
5.7％
3.0％
2.5％
2.5％
1.4％
0.7％
0.7％
0.5％
0.0％
4.7％
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小学６年生の「将来就きたい職業」トップ10 小学６年生の親が「将来就かせたい職業」トップ10
男の子 女の子 男の子 女の子

位 職業 位 職業 位 職業 位 職業
１ スポーツ選手 １ 保育士 １ 公務員 １ 看護師
２ 研究者 ２ 教員 ２ 研究者 ２ 教員
３ エンジニア ３ 看護師 ３ エンジニア ３ 公務員
４ ゲームクリエイター ４ 薬剤師 ４ 医師 ４ 薬剤師
５ 医師 ５ 動物園・遊園地 ５ 会社員 ５ 保育士
６ 教員 ６ デザイナー ６ 教員 ６ 医師
７ 建築家 ７ 医師 ７ スポーツ選手 ７ 研究者
８ 会社員 ８ ケーキ屋・パン屋 ８ 建築家 ８ 医療関係
９ 宇宙飛行士 ９ 漫画家・イラストレーター ９ 医療関係 ９ 栄養士・調理師
10 鉄道・運輸関係 10 マスコミ関係 10 消防・レスキュー隊 10 アナウンサー・キャスター

2016年６月28日発表　株式会社　クラレ実施のアンケートをもとに作成

男の子の入学時と卒業時の「将来就きたい職業」トップ10 女の子の入学時と卒業時の「将来就きたい職業」トップ10

入学時 卒業時 入学時 卒業時
位 職業 位 職業 位 職業 位 職業
１ スポーツ選手 １ スポーツ選手 １ ケーキ屋・パン屋 １ 保育士
２ 消防・レスキュー隊 ２ 研究者 ２ 花屋 ２ 教員
３ 警察官 ３ エンジニア ３ 芸能人・歌手・モデル ３ 看護師
４ 運転士・運転手 ４ ゲームクリエイター ４ 教員 ４ 薬剤師
５ 大工・職人 ５ 医師 ５ 看護師 ５ 動物園・遊園地
６ ケーキ屋・パン屋 ６ 教員 ６ 保育士 ６ デザイナー
７ 研究者 ７ 建築家 ７ スポーツ選手 ７ 医師
８ TV・アニメキャラクター ８ 会社員 ８ 美容師 ８ ケーキ屋・パン屋
９ パイロット ９ 宇宙飛行士 ９ 医師 ９ 漫画家・イラストレーター

10 医師 10 鉄道・運輸関係 10 アイスクリーム屋 10 マスコミ関係
2016年６月28日発表　株式会社　クラレ実施のアンケートをもとに作成
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夢を持つ子

　昔の子は、将来なりたい職業に博士とか、宇宙飛行士とか、お医者さんとかいったものですが、最
近は現実的だったり、夢が小さくなってきました。親としては、せっかく夢を描くのなら、目をきら
きらさせながら、でっかい夢を描いて欲しいと思うのではないでしょうか。

（中　略）
　夢は行動する力の源です。子どもは、父親が日曜大工で作った棚をみて、「お父さんはこんなものが
上手に作れるなんてすごい」と驚き、「お母さんは、どうしてこんなにおいしいお料理ができるの？」
とびっくりする。
　そのうちに、もっとすごい技術や色々な仕事を見て感動して、「自分もあんなふうになりたい」と憧
れるようになるものです。
　そういう夢があれば努力のしがいがあるのです。何の当てもなく我慢するほど辛いものはありませ
ん。人生は我慢大会、我慢比べではありません。
　ですから子どものころから、いいもの、すばらしいものはどんどん見せた方がいいですね。その人
たちがどんな努力をしているかを見る機会があればもっといい。
　オリンピックを見て感動して、思わずスキーをやりたくなったり、プールに通い始めたりすること
もあるでしょう。
　練習場に行って上手な人をみればものすごくやる気になるでしょう。頑張っている人を見れば、遊
びたい気持ちを我慢して、自分だって頑張ろうと思うものです。
　子どもに本物を見せることは大切なことです。「ぼくもああなりたい」と思うことが、一時の夢であっ
てもいいのです。子どもは何度も何度も軌道修正をしながら、それぞれなりたい大人を目ざしていく
のですから。

（中　略）
　たとえば、オリンピックの水泳選手を見て、
「ぼくも水泳選手になって、オリンピックにでる！」といった時、親が鼻で笑って
「むりよ、あんな泳ぎでは。オリンピックに出るような人は才能があるのよ」
と言ったらどうでしょう。子どもは挑戦する前にくじけてしまいます。実際には、誰もがオリンピッ
ク選手になれるわけでないことを、大人は知っています。
　でもそれは、大人が見る現実であって、子どもの現実は違います。そこでがんばって水泳の練習を
しようと思います。それが半年で挫折したとしてもいいのです。
　オリンピックに行こうと思って辛い練習を我慢して、プールを泳いで行ったり来たりした結果、自
分はあんなに早くは泳げないことがわかったとしたら、次に他の現実を追っかけていけばいいのです。
　それでも、おそらく半年前より水泳が上手になったはずです。現実とはそういうものです。自分に
は水泳は向いていないと感じたこと。これもひとつの現実。ならば、自分はスポーツよりも勉強した
方が何かつかめるかもしれないと思うこと。これも現実です。
　親の一言で、やる気が失せたという現実に比べたら、こっちはなんと豊かな現実ではないでしょうか。
　親から見て無理なことでも、子どもにとっては意味のあることなのです。一時でもなにかに夢中に
なったという現実こそが、子どもの財産となるのです。
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　 参  考 ：ＰＨＰ研究所「『がまんできる子』はこう育てる」多湖輝著（2006年12月）より）


